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JSR協議会技術ロードマップ 

 

２０２４年２月 

JSR（Japan Supersonic Research）協議会 

 

 

１．技術ロードマップ策定の目的 

 

現在、米国のベンチャー企業である BOOM 社がポストコンコルドを狙った海上超音速機の開発を進

めており、その先には低ソニックブーム設計を適用した陸地上空超音速機の出現が期待される。また、

将来的には ICAOが掲げる 2050年までのカーボンニュートラル（CN）への対応も求められる。 

このような超音速機の実現に向けては、超音速機が成立するための「鍵技術」や、関連する従来技

術で超音速機のために高度化が求められる「重要技術」、及び長期的な取り組みが必要な「将来技術」

の研究開発（R&D）が不可欠である。 

また、将来的に低ソニックブーム超音速機は国際共同開発で進められると考えられ、その開発計画

において我が国の航空産業の成長、並びにグローバル社会の発展への応分の貢献を果たすためには、

低ソニックブーム超音速機に不可欠な鍵技術の研究開発を先導するとともに、我が国が得意とし開発

に必要な関連技術の高度化のための研究開発を推進する戦略的な対応が必要となる。 

本技術ロードマップ（RM）は、欧米の研究開発動向、我が国の小型超音速機に関する概念検討成果

等を踏まえ、研究開発の必要性の高い鍵技術や高度化すべき要素技術の課題を幅広に抽出したもので

ある。本技術 RM が、我が国産学官が目標を共有し、一丸となって戦略的に超音速機技術の研究開発

に取り組む一助となることを期待している。 

 

２．技術ロードマップの策定方針 

 

技術 RMは下記資料を基に、以下(1)～(5)項の方針で策定した。 

「民間超音速旅客機の概念設計と技術課題検討」（JAXA-CR-22-001） 
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(1) 技術課題項目を分野別と目的別の２軸でリストアップする。 

分野  「空力・制御」、「材料・構造」、「推進」、「システム」の４分野 

目的  「環境負荷低減」、「経済性向上」、「安全性向上」の 3つの目的 

 

(2) 技術課題を下記の「超音速機開発の想定シナリオ」の時間軸で整理する。 

 

シナリオ①：ICAOでのソニックブーム基準策定を経て、2036年頃の EISを目指す“SAF

による CN 対応を前提とした低ブーム小型超音速機（50 席級）”の開発が

2030年頃から開始される 

 

シナリオ① 機体イメージ 

 

シナリオ②：「2050年 CN社会」への対応も想定し、2050年頃 EISを目指す“SAFを超え

る CN対応（水素燃料等）を前提とした小型～大型超音速機(100～200席級）”

の開発が 2042年頃から開始される 

 

シナリオ② 機体イメージ 

 

(3) 亜音速機の技術 RM で共通技術として想定されるものは省略するが、超音速機への適用時にカス

タマイズが必要なものは取り上げる。 
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(4) 我が国の戦略性の観点※から、各技術項目のランク付けしておくことが有効であり、以下の方針

でランク付けを実施する。 

※ 「我が国に技術蓄積が多く得意な分野」、「早期の実証と海外からの認知が必要な分野」等の観点 

 

ランク A：シナリオ①の実現に必要不可欠な鍵技術 

ランク B：シナリオ①の実現に効果的、かつシナリオ②の実現にも有用で、高度化（改善、洗練化

等）が求められる重要技術 

ランク C：現時点では TRL は低いが、主にシナリオ②実現のため将来的に解決が求められる課題

に対応する将来技術（CN対応、大型超音速機開発技術等） 

 

(5) 技術 RMは 2050年までの長期的スコープを含むため、今後の社会情勢の変化等に適切に対応でき

るよう JSR協議会にて適宜見直し機会を設定する。 
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3．技術ロードマップ 

(1)シナリオ① [ランク Aのみ] 
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(2)シナリオ② [ランク B, C] 
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補足：SSTの運用上の特徴と技術課題 

 

将来想定される超音速機の運航イメージと実現に向けた技術課題 

 

付録：略語一覧 

略語 内容 

MDAO Multi-disciplinary Design, Analysis, and Optimization（多分野設計、解析、最適化） 

CFD Computational Fluid Dynamics（計算流体力学、数値流体力学） 

VF Vortex Flap（前縁から上面に渦を発生させる前縁フラップ） 

DRE Distributed Roughness Element（横流れ遷移を抑制するために分布された粗度要素） 

PA Plasma Actuator（壁面の極近傍の流れ場を制御するプラズマアクチュエータ） 

DES Detached Eddy Simulation（微小渦要素を高分解で捉える CFD手法）  

VCE Variable Cycle Engine（亜音速/超音速でサイクルを可変にできるエンジン） 

ECS Environmental Control System（環境制御システム）  

SVS Synthetic Vision System（合成視界システム）  

EVS Enhanced Vision System（合成視覚装置：視界が限られた環境で視覚を提供する技術） 

LIDAR Laser Imaging Detection and Ranging （レーザー画像検出と測距） 

 

 

以上 


